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石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析

山
　
　
　
田

彌

　
七
〇
年
代
の
資
本
主
義
経
済
は
相
対
的
に
安
定
的
で
あ
っ
た
六
〇
年
代
と
は
様
相
を
異
に
す
る
激
し
い
変
動
期
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
問
、
価
格
体
系
も
「
価
格
革
命
」
と
称
さ
れ
る
程
の
変
動
を
示
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
直
接
的
に
は
七
三
年
の
原
油
価

格
の
大
巾
引
上
げ
を
主
た
る
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
ま
た
、
金
と
ド
ル
の
可
換
性
と
固
定
為
替
レ
ー
ト
を
柱

と
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
通
貨
制
度
の
大
枠
の
崩
壌
、
石
油
危
機
後
の
長
期
的
且
っ
大
幅
な
不
況
、
ス
タ
グ
フ
レ
的
現
象
、
階
級
問
の
力

関
係
の
変
化
な
ど
、
七
〇
年
代
資
本
主
義
に
あ
ら
わ
れ
た
諸
現
象
と
の
関
連
の
な
か
に
位
置
づ
げ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
も
ま
た
当
然
で

あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
目
本
の
場
合
に
っ
い
て
、
そ
の
価
格
体
系
の
変
化
に
、
企
業
の
利
潤
要
求
態
度
、
実
質
賃
金
率
、
為
替
レ
ー
ト
、
輸

入
価
格
、
稼
働
率
、
労
働
生
産
性
な
ど
の
変
動
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
か
を
、
産
業
連
関
モ
デ
ル
を
用
い
て
計
測
を
試
み

る
。
ま
た
、
若
干
の
政
策
的
課
題
を
め
ぐ
る
一
種
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
行
う
。
分
析
対
象
の
時
期
は
、
一
九
七
〇
年
、
七
五
年

お
よ
び
七
八
年
で
あ
る
。
七
〇
年
と
七
五
年
に
っ
い
て
は
、
正
規
の
産
業
連
関
表
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
主
要
な
理
由
で
あ
る
が
、



石
油
危
機
前
の
景
気
の
山
て
あ
る
七
〇
年
と
、
石
油
危
機
の
文
字
通
り
最
中
で
あ
る
七
五
年
の
比
較
が
石
油
危
機
の
価
格
体
系
へ
の

イ
ソ
パ
ク
ト
を
鮮
明
に
示
し
う
る
こ
と
自
体
、
好
都
合
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
通
産
省
の
産
業
連
関
延
長
表
は
七
三
年
以
後
七
九
年

ま
で
の
各
年
に
つ
い
て
利
用
可
能
で
あ
る
が
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
価
格
体
系
の
変
動
が
一
応
の
収
束
を
み
た
と
考
え
う
る
七
八

年
を
え
ら
ん
だ
。
ち
な
み
に
、
同
年
末
以
降
、
第
二
次
石
油
危
機
が
始
ま
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
、
　
本
稿
は
、
立
命
館
大
学
人
文
研
究
所
実
態
調
査
研
究
助
成
費
（
「
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
と
日
本
経
済
の
構
造
変
化
」
）
に
基
づ
く
研
究
の
一
部
で

　
　
　
あ
る
。
尚
、
数
値
計
算
は
京
大
大
型
計
算
機
セ
ソ
タ
ー
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
２
０
０
、
お
よ
び
立
命
館
大
学
計
算
機
室
の
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
１
６

　
　
　
０
Ｈ
を
利
用
し
た
。

；

　
こ
こ
で
、
こ
の
三
っ
の
時
期
を
含
む
九
年
問
の
経
済
の
動
き
を
、
い
く
っ
か
の
基
本
的
経
済
指
標
に
ょ
っ
て
概
観
し
て
お
く
こ
と

が
便
利
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
七
〇
年
は
あ
る
意
味
で
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
を
文
字
通
り
分
げ
る
象
徴
的
な
年
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
の
最
中
、
当
時

「
戦
後
最
大
の
不
況
」
と
い
わ
れ
た
昭
和
四
十
年
不
況
が
極
め
て
短
期
に
底
入
れ
し
て
以
降
、
一
九
六
六
年
か
ら
五
七
カ
月
間
に
わ

た
る
大
好
況
、
い
わ
ゆ
る
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
が
継
続
し
、
こ
の
問
の
五
ヵ
年
問
の
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
率
は
平
均
十
一
・
六
％
と
六

〇
年
代
前
半
を
上
廻
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
の
高
度
成
長
、
高
蓄
積
の
過
程
は
七
〇
年
七
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
反
転
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
後
七
〇
年
か
ら
七
八
年
に
至
る
間
の
基
本
的
経
済
指
標
は
第
一
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
景
気
下
降
に
入
っ
て
一
年
後
の
、
七
一
年
八
月
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
金
・
ド
ル
交
換
停
止
宣
言
、
同
年
十
二
月
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

　
　
　
石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五
（
七
七
九
）
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二
九
六
（
七
八
○
）

協
定
（
円
は
一
ド
ル
ー
－
三
〇
八
円
に
切
上
げ
）
、
七
三
年
二
月
の
変
動
相
場
制
移
行
（
一

ド
ル
ー
１
二
六
〇
円
台
に
）
と
続
く
国
際
通
貨
制
度
に
お
げ
る
大
き
な
変
動
の
た
か
で
、

佐
藤
お
よ
び
、
七
二
年
七
月
登
場
の
田
中
の
両
内
閣
に
よ
る
大
規
模
な
通
貨
膨
張
、

景
気
刺
激
政
策
に
よ
っ
て
、
景
気
は
回
復
し
、
七
二
、
七
三
年
の
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成

長
率
は
ニ
ケ
タ
に
接
近
し
、
製
造
工
業
の
稼
働
率
も
七
三
年
に
は
七
〇
年
の
ピ
ー

ク
時
を
回
復
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
膨
大
な
「
過
剰
流
動
性
」
が
生
み
だ
さ
れ
、

通
貨
投
機
や
土
地
投
機
・
商
品
投
機
が
広
が
る
な
ど
、
七
三
年
に
は
、
卸
売
物
価

十
五
・
八
％
、
消
費
者
物
価
十
一
・
八
％
の
上
昇
と
い
う
「
ギ
ャ
ロ
ッ
ピ
ソ
グ
・

イ
ソ
フ
レ
」
の
状
態
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
七
三
年
末
か
ら
七
四
年
初
め
に
か
け
て
、
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諾
国

に
よ
る
原
油
供
給
の
削
減
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
原
油
価
格
の
大
巾
引
上
げ
が
行
わ

れ
、
こ
れ
を
契
機
に
日
本
経
済
も
ま
た
、
戦
後
最
大
の
深
さ
と
長
さ
の
不
況
に
、
落

ち
こ
ん
だ
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
長
期
不
況
は
、
七
五
年
に
ボ
ト

ム
を
、
そ
し
て
七
八
年
に
鉱
工
業
生
産
が
元
の
ピ
ー
ク
に
も
ど
っ
た
と
い
う
意
味

で
回
復
し
た
。
落
ち
込
み
か
ら
回
復
ま
で
約
五
ヶ
年
の
長
き
を
要
し
た
こ
と
自
体

が
こ
の
間
の
長
期
不
況
の
特
徴
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
い
く
っ
か
の
特
徴
を
基
本
的

諸
指
標
に
つ
い
て
み
よ
う
。



　
…
　
一
九
七
〇
年
以
前
の
高
率
の
設
備
投
資
が
完
成
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
七
四
年
に
至
る
四
年
問
の
製
造
丁
業
の
生
産

能
力
は
年
率
平
均
七
％
強
で
増
加
し
、
巨
大
な
生
産
能
力
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
不
況
の
過
程
で
稼
働
率
が
大
き
く
落
ち
込

み
、
特
に
七
三
年
、
七
四
年
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
減
少
を
上
ま
わ
る
稼
働
率
の
低
下
に
１
よ
っ
て
労
働
生
産
性
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。
稼
働
率
は
七
八
年
に
於
て
も
尚
、
ピ
ー
ク
時
の
八
六
％
に
止
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
製
品
在
庫
率
も
こ
の
間
を
通
じ
て
高
水
準

で
推
移
し
て
い
る
。

　
吻
　
交
易
条
件
は
石
油
危
機
以
前
に
比
べ
六
割
台
に
ま
で
低
下
し
、
七
八
年
に
至
っ
て
も
七
割
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
周
知
の
通

り
、
七
九
年
以
降
の
景
気
回
復
を
支
え
た
要
因
の
一
つ
は
自
動
車
、
機
械
な
ど
の
輸
出
の
急
増
に
あ
っ
た
。
交
場
条
件
の
悪
化
と
は

輸
入
品
価
格
上
昇
率
に
比
し
て
の
輸
出
口
叩
価
格
上
昇
率
の
相
対
的
た
低
位
化
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
白
体
は
価
格
競
争
力
と
い
う

点
で
輸
出
を
比
較
的
容
場
と
し
た
条
件
の
一
っ
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
が
、
問
題
は
と
り
わ
げ
こ
れ
ら
輸
出
産
業
に
お
い
て
輸

入
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
低
い
価
格
の
彩
成
が
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
で
あ
る
。

　
閉
　
七
一
年
か
ら
七
三
年
の
三
年
問
、
年
平
均
九
・
五
％
上
昇
し
た
実
質
賃
金
率
は
、
七
四
年
か
ら
七
八
年
の
期
問
に
は
年
平
均

一
・
三
劣
に
満
た
ぬ
率
で
上
昇
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ボ
ト
ム
の
七
五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
七
八
年
の
各
指
標
は
労
働
生
産
性

一
二
七
、
実
質
賃
金
率
一
〇
五
、
交
場
条
件
指
数
一
〇
五
、
売
上
高
営
業
利
益
率
一
一
七
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
こ
れ
は
七
〇
年

七
五
年
の
期
間
の
動
き
と
全
く
対
照
的
で
あ
っ
て
、
七
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
七
五
年
の
各
指
標
は
、
労
働
生
産
性
二
一
一
〇
、
実
質

賃
金
率
一
三
三
、
交
場
条
件
六
七
、
利
益
率
五
一
と
た
る
。
ま
た
、
雇
用
量
の
変
化
を
考
慮
し
た
実
質
賃
金
総
計
（
製
造
業
）
で
み
て

も
、
七
人
年
１
－
七
八
年
が
九
九
・
六
で
あ
る
の
に
対
し
て
七
〇
年
　
七
五
年
の
そ
れ
は
二
一
四
と
な
る
。
従
っ
て
、
七
五
年
と
七
八

年
と
い
う
二
っ
の
歴
年
の
所
得
分
配
に
お
け
る
特
徴
は
、
前
者
が
労
働
生
産
性
上
昇
を
上
廻
る
交
場
条
件
悪
化
に
よ
る
海
外
へ
の
所

　
　
　
　
石
汕
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
（
七
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
（
七
八
二
）

得
移
転
と
賃
金
増
に
・
よ
っ
て
利
潤
が
圧
縮
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
賃
金
の
停
滞
な
い
し
減
少
に
よ
っ
て
、
労
働
生

産
性
上
昇
お
よ
び
交
易
条
件
の
若
干
の
改
善
の
果
実
を
企
業
利
益
が
吸
収
し
圧
縮
分
を
回
復
し
つ
っ
あ
る
時
期
で
あ
一
た
と
い
え
躯

　
↑
り
　
物
価
上
昇
率
に
っ
い
て
は
、
七
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
七
五
年
の
卸
売
物
価
が
一
五
七
、
消
費
者
物
価
一
七
二
で
あ
り
、
七

五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
七
八
年
の
卸
売
物
価
は
一
〇
四
、
消
費
者
物
価
二
…
と
な
る
。
卸
売
物
価
と
消
費
者
物
価
の
い
ず
れ
も
七

三
、
七
四
年
の
「
狂
乱
物
価
」
時
の
上
昇
の
比
重
が
高
い
が
、
後
者
に
っ
い
て
は
八
五
年
　
七
八
年
に
っ
い
て
も
、
七
～
八
％
の
上

昇
を
示
し
て
お
り
沈
静
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
（
１
）
　
労
働
生
産
性
ツ
（
ｙ
亙
）
、
生
産
能
力
（
仰
）
、
稼
働
率
０
（
ヱ
仰
）
お
よ
び
労
働
投
入
量
（
Ｗ
）
の
問
に
は
次
の
関
係
が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
（
ｒ
は
生
産
量
）

　
　
　
　
　
　
　
｝
１
Ｉ
ｏ
＋
崇
－
宅
（
壬
は
北
の
変
化
率
坐
北
を
示
す
）

　
　
　
　
　
七
三
年
か
ら
七
五
年
に
か
げ
て
の
こ
れ
ら
の
数
値
（
但
し
Ｗ
は
常
用
雇
用
量
）
を
み
れ
ぱ
、
“
１
Ｉ
１
竃
・
◎
“
一
｝
＊
１
ー
り
ぎ
斗
１
－
１
岬
・
べ

　
　
　
　
“
と
な
り
、
稼
働
率
低
下
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
（
現
実
に
は
デ
ー
タ
の
定
義
の
違
い
に
よ
り
右
の
恒
等
式
は
正
確
に
は
満

　
　
　
　
た
し
て
い
な
い
が
、
傾
向
は
知
り
う
る
。
）

　
　
　
　
　
七
五
年
か
ら
七
八
年
の
間
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、
１
ｌ
Ｈ
◎
．
◎
。
求
一
＊
、
１
ー
べ
．
ｏ
“
一
睾
１
ｌ
ｌ
蜆
．
Ｈ
“

　
　
　
　
で
あ
り
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
へ
の
転
換
が
主
と
し
て
稼
働
率
の
回
復
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三

多
部
門
価
格
分
析
モ
デ
ル
と
し
て
最
も
古
典
的
な
も
の
は
周
知
の
通
り
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
の
産
業
連
関
価
格
モ
デ
ル

　
　
　
、
Ｈ
（
＼
ー
ト
、
）
、
“



で
あ
る
。
こ
こ
で
力
は
価
格
ベ
ク
ト
ル
、
ん
は
投
入
係
数
行
列
の
転
置
行
列
、
ｏ
は
各
産
業
生
産
物
一
単
位
当
り
の
付
加
価
値
を
要

素
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
は
こ
の
モ
デ
ル
に
基
い
て
、
例
え
ば
貨
幣
賃
金
率
が
い
く
ば
く
か
上
昇
し
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

諸
価
格
が
ど
れ
だ
げ
上
昇
す
る
か
を
推
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
こ
の
モ
デ
ル
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
０
Ｄ
費
用
の
変
動
を
そ
の
分
だ
げ
価
格
に
う
わ
の
せ
し
て
決
ま
る
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
お
り
、
需
要
側
の
要
因
を
無
理
し
て
い

る
こ
と
。

　
吻
　
賃
金
と
物
価
の
相
互
波
及
（
例
え
ば
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
↓
生
計
費
増
↓
賃
金
引
上
げ
↓
賃
金
コ
ス
ト
増
↓
消
費
者
物
価
の
上
昇
）
の

存
在
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
い
こ
と
。

　
側
　
輸
入
品
と
国
産
品
の
問
に
あ
る
代
替
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
入
係
数
一
定
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
は
扱
え
な
い
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
い
ず
れ
も
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
の
価
格
分
析
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
諸
価
格
が
外
生
的
に
所
与
と
し
て
決
ま
っ
て

い
る
投
入
係
数
お
よ
び
賃
金
、
利
潤
な
ど
の
付
加
価
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
み
を
表
現
し
て
い
て
、
逆
に
，
こ
れ
ら

の
諾
要
因
が
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
側
面
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
－
帰
着
す
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
需
給
状
態
や
賃
金
、
利
潤
な
ど

が
価
格
体
系
と
相
互
連
関
的
に
決
定
さ
れ
る
、
っ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
諸
変
数
を
内
生
変
数
と
し
て
含
み
う
る
モ
デ
ル
で
な
げ
れ
ぱ
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
向
へ
の
多
部
門
モ
デ
ル
の
発
展
は
、
従
っ
て
単
た
る
価
格
モ
デ
ル
に
止
ま
ら

ず
、
産
業
別
の
需
要
、
供
給
、
価
格
、
投
資
、
雇
用
、
利
潤
と
い
っ
た
産
業
変
数
と
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
、
財
政
支
出
、
金
利
、
総
投
資
、
総

消
費
、
輸
出
入
な
ど
の
マ
ク
ロ
変
数
を
モ
デ
ル
に
含
み
、
産
業
問
お
よ
び
マ
ク
ロ
と
各
産
業
問
の
相
互
依
存
関
係
を
表
現
し
う
る
も

の
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
多
部
門
モ
デ
ル
に
は
、
産
業
連
関
表
に
基
礎
を
お
き
っ
っ
部
門
別
お
よ
び
マ
ク
ロ
の
諸
変

　
　
　
　
石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
ハ
七
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
箪
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
（
七
八
四
）

数
を
内
生
変
数
と
し
て
含
む
タ
ィ
ブ
の
も
の
と
、
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
の
産
業
別
分
割
化
と
し
て
の
多
部
門
モ
デ
ル
と
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ー
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

前
者
に
は
例
え
ば
－
◎
罫
易
彗
４
、
辻
村
・
黒
田
５
、
斉
藤
２
な
ど
が
あ
り
、
後
者
の
例
は
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
・
モ
デ
ル
６
、
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
１
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

業
間
連
動
モ
デ
ル
７
中
期
多
部
門
モ
デ
ル
８
な
ど
で
あ
る
。
後
者
の
多
く
が
、
需
給
不
均
衡
の
調
整
型
モ
デ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ｒ
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

前
者
の
場
合
に
は
産
業
連
関
表
に
あ
ら
わ
れ
た
諸
関
係
は
需
給
が
単
位
期
間
内
に
十
分
弾
力
的
に
調
整
さ
れ
た
結
果
到
達
し
た
均
衡

量
で
あ
り
均
衡
価
格
で
あ
る
と
す
る
解
釈
の
も
と
に
、
一
般
均
衡
理
論
を
現
実
経
済
に
適
用
し
た
計
量
モ
デ
ル
と
し
て
観
定
さ
れ
解

釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
か
ら
、
前
者
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
ル
は
後
者
に
比
し
て
、
多
数
の
産
業
問
の
取
引
関
係
、
価
格
波
及
関

係
を
か
な
り
正
確
か
つ
網
羅
的
に
と
ら
え
う
る
と
い
う
利
点
を
も
つ
反
面
、
マ
ク
ロ
や
産
業
別
の
需
給
の
不
均
衡
、
駅
働
率
や
在
庫

率
の
増
減
、
失
業
の
存
在
な
ど
、
現
実
の
経
済
が
生
み
だ
す
不
均
衡
過
程
を
と
ら
え
る
の
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
価
格
の
変
動
が
他
の
多
く
の
経
済
諸
量
と
相
互
連
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
価
格
の
変
動
を
こ

れ
ら
の
相
互
依
存
の
関
係
の
た
か
で
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
全
面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
正
当
な
主

張
で
あ
っ
て
、
価
格
の
多
部
門
分
析
が
い
ず
れ
に
せ
よ
前
述
の
よ
う
な
方
向
に
発
展
す
る
こ
と
の
意
義
が
大
き
い
こ
と
は
否
定
で
き

た
い
。
し
か
し
た
が
ら
、
相
互
依
存
の
全
体
系
に
お
げ
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
っ
い
て
、
そ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
全
体
系
の
他
の
部
分

へ
及
ぼ
す
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
作
用
を
さ
し
あ
た
り
捨
象
し
て
、
体
系
の
他
の
部
分
の
運
動
が
当
該
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
い
か
た
る
作

用
を
も
た
ら
す
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
作
用
の
捨
象
が
本
質
的
連
関
の
捨
象
で
な
い
限
り
、
そ
れ
自
体
有

用
で
あ
み
と
い
う
一
般
的
な
意
味
に
お
い
て
、
価
格
以
外
の
変
数
を
外
生
的
に
扱
う
価
格
モ
デ
ル
は
た
お
有
用
で
あ
る
。
体
系
の
他

の
部
分
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
作
用
が
軽
徴
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
こ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
相
対
的
に
独
立
淀
体
系
と
し
て
分

析
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
高
く
汰
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
が
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
の
価
格
モ
デ
ル
の
場
合
に
は
ど
う
か
。
粗
付



加
価
値
篶
は
さ
し
あ
た
り
賃
金
、
利
潤
（
利
子
、
地
代
な
ど
を
含
め
て
考
え
る
）
、
資
本
減
耗
費
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
第
．
７
産
業
部

門
の
需
要
が
供
給
を
下
廻
っ
た
と
す
れ
ば
価
格
は
下
落
す
る
。
賃
金
（
名
目
賃
金
で
あ
る
）
や
資
本
減
耗
費
が
固
定
的
で
あ
る
と
す
れ

ぼ
、
こ
の
時
に
は
価
格
の
下
落
に
対
応
し
て
利
潤
が
減
少
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
連
関
表
自
体
は
こ
の
よ
う
な
不
均
衡

状
態
を
も
表
現
し
う
る
の
で
あ
っ
て
（
端
的
に
い
え
ぱ
一
九
七
五
年
の
連
関
表
は
需
給
一
致
、
完
全
履
用
、
完
全
稼
働
な
ど
の
い
づ
れ
の
意
味

で
も
均
衡
な
ら
ざ
る
状
態
を
表
現
し
て
い
る
）
産
業
連
関
表
イ
コ
ー
ル
均
衡
状
態
の
表
現
と
見
傲
す
前
述
の
よ
う
な
見
解
は
誤
り
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
の
価
格
モ
デ
ル
は
、
こ
の
体
系
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
利
潤

減
少
と
い
う
変
化
に
対
応
し
て
価
格
が
変
化
す
る
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
需
要
要
因
が
原
因
で
価
格
が
下
落
す
る
場
合
、
利
潤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

減
少
が
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
経
済
変
動
に
さ
い
し
て
ｏ
の
利
潤
部
分
を
所
与
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

い
う
見
解
が
あ
る
が
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
モ
デ
ル
の
価
格
方
程
式
は
ｏ
と
戸
と
の
間
の
因
果
関
係
で
は
た
く
対
応
関
係
を
表
現
し
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
現
実
の
ｐ
と
〃
と
の
問
の
因
果
の
方
向
が
ど
う
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
価
格
変
化
を
付
加
価

値
の
変
化
に
対
応
さ
せ
て
表
現
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
間
題
は
、
何
ら
か
の
所
与
の
外
生
量
に
価
格
を
対
応
づ
げ
る
こ
と
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
外
生
量
が
価
格
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

外
生
的
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
経
済
量
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
置
塩
“
が
夙
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
貨
幣
賃

金
率
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
諸
価
格
の
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
不
変
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
賃
金
以
外
の
単
位

当
り
付
加
価
値
都
分
、
と
り
わ
げ
単
位
当
り
利
潤
は
実
質
的
に
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ー
ク
．
ア
ッ
プ
方
式
の
価
格
政
策
を

と
る
場
合
に
は
諸
価
格
は
こ
の
水
準
に
落
ち
っ
く
こ
と
た
く
更
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
価
格
の
上
昇
は
、
実
質
賃
金

率
の
下
落
に
っ
な
が
る
か
ら
、
労
働
組
合
に
ょ
る
賃
上
げ
に
よ
っ
て
貨
幣
賃
金
率
が
一
層
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
諸
価
格
は
一

　
　
　
石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
（
七
八
五
）



。
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
二
（
七
八
六
）

層
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
り
、
単
位
当
り
付
加
価
値
と
い
う
外
生
変
数
は
諾
価
格
の
変
動
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
作
用
か

ら
あ
ま
り
に
も
独
立
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
諾
価
格
に
と
っ
て
の
外
生
変
数
と
す
る
こ
と
は
不
適
切
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
モ
デ
ル
を
基
礎
と
す
る
価
格
分
析
は
大
き
な
意
義
を
も
ち
得
な
い
。
物
価
と
単
位
当
り
貨
幣
賃
金
お
よ
び
物
価
と

単
位
当
り
利
潤
の
関
係
は
、
国
内
物
価
と
輸
入
品
価
格
に
っ
い
て
も
妥
当
す
る
。
国
内
諾
価
格
の
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
入
品
価

格
が
固
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
輸
入
品
価
格
と
国
内
品
価
格
の
相
対
比
は
著
し
く
国
内
品
に
有
利
と
な
り
、
交
易
条
件
は
上
昇
し

て
、
究
極
的
に
は
輸
入
品
の
実
質
価
格
は
零
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
明
ら
か
に
現
実
的
で
は
た
い
。

　
　
　
〕

　
置
塩
６
は
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
に
い
れ
て
、
次
の
価
格
方
程
式
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
〔

　
　
　
　
　
へ
「

　
　
　
　
　
、
、
吉
Ｈ
（
Ｈ
＋
完
）
（
ト
、
、
、
、
十
芯
“
ト
§
、
十
ぎ
ミ
）

　
　
　
　
　
宅
ぎ
十
－
１
１
｝
、
“

　
　
　
　
　
一
ぎ
１
簑

　
但
し
、
〃
は
輸
入
品
価
格
の
一
般
騰
貴
率
、
ダ
は
基
準
時
点
価
格
で
評
価
し
た
基
準
時
点
の
輸
出
総
計
、
ぎ
は
基
準
時
点
価
格
で

評
価
し
た
基
準
時
点
で
の
輸
出
バ
ス
ヶ
ヅ
ト
を
示
す
行
ベ
ク
ト
ル
、
片
は
基
準
時
点
と
比
較
し
た
之
期
の
価
格
の
倍
率
、
Ｒ
は
主
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

要
素
に
各
部
門
の
≠
期
の
利
潤
率
を
な
ら
べ
た
対
角
行
列
、
ん
、
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
基
準
時
点
価
格
で
評
価
し
た
国
産
お
よ
び
輸
入
品

投
入
係
数
行
列
の
転
置
行
列
、
ｗ
は
各
部
門
の
単
位
当
り
賃
金
を
示
す
ベ
ク
ト
ル
、
〆
は
基
準
時
点
価
格
で
評
価
し
た
労
働
者
の
支

出
バ
ス
ヶ
ツ
ト
を
示
す
行
ベ
ク
ト
ル
、
び
は
基
準
時
点
価
格
で
評
価
し
た
労
働
者
の
支
出
バ
ス
ヶ
ツ
ト
総
価
額
。

　
第
一
の
式
は
企
業
の
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
る
価
格
政
策
を
示
し
、
第
二
の
式
は
労
働
者
の
実
質
賃
金
率
維
持
の
要
求
態
度

を
示
し
、
第
三
の
式
は
交
易
条
件
維
持
を
目
的
と
す
る
為
替
率
政
策
を
示
す
。



　
こ
の
モ
デ
ル
が
、
所
与
の
企
業
の
マ
ー
ク
・
ア
ツ
プ
率
と
労
働
老
の
要
求
実
質
賃
金
率
に
対
し
て
収
束
解
を
も
つ
か
否
か
は
、
そ

れ
ら
と
生
産
技
術
お
よ
び
維
持
し
よ
う
と
す
る
交
易
条
件
の
四
者
が
両
立
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
依
存
す
る
。
両
立
可
能
で
あ
る
場

合
、
そ
の
よ
う
な
マ
ー
ク
・
ア
ツ
プ
率
と
実
質
賃
金
率
に
１
対
し
て
諾
価
格
の
収
束
解
が
対
応
す
る
が
、
こ
の
収
束
解
は
必
ず
し
も
安

定
的
均
衝
解
で
あ
る
訳
で
は
た
い
。
レ
オ
ソ
チ
エ
フ
型
モ
デ
ル
の
場
合
と
は
異
り
、
新
た
に
・
成
立
し
た
諸
価
格
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
所

与
の
外
生
変
数
た
る
プ
ー
ク
・
ア
ツ
プ
率
や
実
質
賃
金
率
に
反
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
が
、
マ
ー
ク
．
ア
ヅ
プ
率
や
実
質
賃
金

率
自
体
が
そ
の
よ
う
な
所
与
と
さ
れ
た
状
態
に
安
定
的
に
落
ち
っ
く
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
市
場
の
需
給
状
態
に

よ
っ
て
低
い
プ
ー
ク
・
ア
ツ
プ
率
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
場
合
、
企
業
は
そ
れ
が
可
能
に
・
た
り
次
第
、
マ
ー
ク
．
ア
ツ
プ
率
を
引

上
げ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
金
子
・
二
木
７
〕
は
基
本
的
に
こ
の
モ
デ
ル
の
方
向
に
そ
っ
て
、
昭
和
三
〇
～
三
四
年
の
目
本
の
物
価
変
動
の
要
因
分
析
を
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
〔

い
る
。
本
稿
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
多
都
門
価
格
モ
デ
ル
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
（
２
）
Ｗ
．
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
〕

　
　
　
　
　
同
様
の
方
法
に
よ
る
分
析
は
わ
が
国
で
も
通
産
省
い
を
は
じ
め
数
多
い
が
、
最
近
で
は
、
市
野
螂
、
金
子
い
た
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
（
３
）
　
例
え
ぱ
、
市
野
省
三
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
（
４
）
斉
藤
２
一
八
四
頁

　
　
　
　
　
　
〔

本
稿
で
用
い
る
モ
デ
ル
を
説
明
す
る
。

　
〔
ユ
〕
　
基
本
的
想
定

　
　
石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）

三
〇
三
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
二
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四
（
七
八
八
）

　
◎
　
国
内
産
業
部
門
れ
の
う
ち
最
後
の
（
§
１
§
）
の
部
門
の
価
格
は
公
共
料
金
的
生
格
を
も
ち
、
他
の
部
門
の
価
格
に
影
響
は
す

る
が
他
の
部
門
か
ら
価
格
波
及
の
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
は
う
げ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
部
門
を
外
生
部
門
と
よ
ぶ
。
現

実
に
は
公
共
料
金
も
内
生
部
門
諾
価
格
か
ら
い
つ
ま
で
も
独
立
で
あ
り
う
る
訳
で
は
た
い
が
、
比
較
的
短
期
問
の
価
格
波
及
分
析
に

と
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
想
定
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
◎
　
前
節
の
議
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
入
品
価
格
は
国
内
諸
価
格
と
は
独
立
に
決
ま
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
か

ら
七
八
年
の
時
期
は
交
易
条
件
が
悪
化
し
て
お
り
、
国
内
諸
価
格
上
昇
↓
輸
入
品
実
質
価
格
氏
下
↓
輸
入
増
・
輸
出
減
少
↓
為
替
レ

ー
ト
切
下
げ
↓
輸
入
品
価
格
上
昇
と
い
う
、
国
内
価
格
か
ら
輸
入
品
価
格
へ
の
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
効
果
を
考
え
る
必
要
は
必
ず
し

も
強
く
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
内
生
部
門
の
価
格
は
、
企
業
が
マ
ー
ク
・
ア
ッ
ブ
方
式
に
従
っ
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
賃
金
は
全
て
消
費
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、
ま
た
、
消
費
支
出
を
各
国
産
品
と
輸
入
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
消
費
バ
ス
ケ
ッ

ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
の
積
に
分
離
し
、
消
費
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
外
生
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
以
上
の
想
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
モ
デ
ル
に
於
て
は
例
え
ば
技
術
や
実
質
賃
金
率
が
一
定
の
も
と
で
企
業
が
マ
ー
ク
・

ア
ッ
ブ
率
を
引
上
げ
た
な
ら
ば
、
外
生
部
門
と
輸
入
の
外
生
的
に
与
件
と
し
て
き
ま
る
価
格
を
実
質
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
質
利
潤
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
価
格
モ
デ
ル
に
於
て
は
、
例
え
ば
名
目
賃
金
率
一

定
の
も
と
で
利
潤
引
上
げ
に
よ
っ
て
諾
価
格
が
い
く
ば
く
か
上
昇
し
た
場
合
、
賃
金
要
因
に
よ
る
価
格
変
化
は
零
と
考
え
る
こ
と
に

な
る
の
に
対
し
、
本
稿
の
想
定
で
は
そ
の
場
合
実
質
賃
金
率
が
下
落
し
て
い
る
か
ら
賃
金
要
因
は
価
格
に
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
た
る
。
後
者
の
方
が
正
確
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



　
〔
２
〕
記
号

本
稿
で
用
い
る
記
号
を
説
明
す
る
。

　
ム
・
・
第
・
¢
部
門
の
国
産
産
出
額
（
一
１
Ｉ
Ｈ
一
…
ミ
）

　
・
’
■

　
ム
：
第
・
ｚ
部
門
か
ら
第
．
／
部
門
へ
の
国
産
品
投
入
額
（
｝
１
１
一
…
・
ミ
こ
ｕ
一
…
ミ
）

　
み
・
・
外
生
部
門
か
ら
第
．
フ
部
門
へ
の
国
産
品
投
入
額
（
一
１
１
§
十
一
…
一
ミ
こ
１
１
一
…
ミ
）

　
．
１

　
仏
：
第
・
ｚ
部
門
か
ら
第
．
／
部
門
へ
投
入
さ
れ
た
輸
入
品
投
入
額
（
｛
１
ー
ピ
…
一
ミ
、
１
１
一
…
ミ
）

伽
・
雫
内
生
部
門
か
ら
竃
産
品
投
入
係
数
一
・
、
坤
可
、
七
：
≧
、
ポ
．
一
、
一

幼
－
第
粂
部
門
か
ら
の
国
産
品
投
入
籔
一
亨
や
蔓
十
ポ
：
二
、
一
…
・
、
）

～
：
第
・
島
入
品
の
投
入
係
数
一
・
、
窄
・
工
－
三
－
、
・
－
・
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

片
：
国
産
の
第
．
¢
財
価
格
（
“
１
１
一
…
ミ
）

即
：
国
産
の
外
生
部
門
価
格
（
“
１
１
§
十
ピ
…
一
ミ
）

俳
：
第
・
¢
輸
入
品
価
格
（
“
１
－
ポ
…
・
ミ
）

々
－
第
・
¢
部
門
の
マ
ー
ク
・
ア
ヅ
ブ
率
（
一
１
１
一
…
ミ
）

功
：
第
づ
部
門
の
減
価
償
却
費
（
↑
ポ
…
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
．

４
・
・
第
¢
部
門
の
生
産
物
一
単
位
当
り
の
減
価
償
却
費
（
｝
１
１
刈
し
１
１
一
…
ミ
）

ｑ
：
第
・
¢
部
門
の
家
計
外
消
費
（
一
１
ー
ガ
…
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一

の
：
第
．
・
部
門
生
産
物
一
単
位
当
り
の
家
計
外
消
費
（
。
・
１
１
吋
二
１
ー
ポ
…
、
§
）

　
石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
都
門
分
析
（
山
田
）

三
〇
五
（
七
八
九
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六
（
七
九
〇
）

　
　
ｎ
，
：
第
．
ｚ
部
門
に
対
す
る
関
接
税
マ
イ
ナ
ス
補
助
金
（
“
１
Ｉ
Ｈ
、
・
・
ミ
）

　
　
ち
：
第
２
部
門
生
産
物
一
単
位
当
り
の
関
接
税
マ
イ
ナ
ス
補
助
金
（
“
１
－
３
し
１
１
Ｈ
一
…
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
Ｗ
：
第
．
ｚ
部
門
の
雇
用
者
数
（
“
１
ー
テ
：
一
§
）

　
　
豚
：
第
・
ｚ
部
門
の
名
目
賃
金
総
額
（
ｒ
Ｈ
一
…
一
§
）

　
　
物
：
第
ｚ
部
門
の
名
目
賃
金
率
（
§
１
１
き
・
　
“
１
１
－
・
－
“
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
ら
：
第
ｚ
部
門
生
産
物
一
単
位
当
り
の
直
接
雇
用
労
働
投
入
量
（
一
、
き
二
１
ｌ
Ｈ
一
…
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
．
’
■

　
　
ら
二
第
．
ｚ
部
門
労
働
者
家
計
が
購
入
す
る
第
．
１
内
生
部
門
生
産
物
（
国
産
）
の
購
入
額
（
“
１
Ｉ
Ｈ
一
…
ミ
こ
１
１
－
一
…
ミ
）

　
　
．
１
■

　
　
勾
：
第
．
ｚ
部
門
労
働
者
家
計
が
購
入
す
る
第
．
／
外
生
部
門
生
産
物
（
国
産
）
の
購
入
額
（
ｒ
Ｈ
一
…
ミ
こ
１
１
§
亡
一
…
三
）
　
　
　
　
一

　
　
幼
・
・
第
．
ｚ
部
門
労
働
者
家
計
が
購
入
す
る
第
．
／
輸
入
品
の
購
入
額
（
“
１
１
－
一
…
一
§
、
１
Ｉ
Ｈ
一
…
ミ
）

　
尚
、
こ
れ
ら
の
記
号
の
う
ち
、
或
る
も
の
の
右
肩
に
・
印
を
っ
げ
た
場
合
は
物
量
単
位
、
そ
れ
が
た
い
場
合
は
金
額
単
位
の
変
数

を
表
わ
す
。
又
、
こ
れ
ら
の
記
号
の
上
に
・
印
を
っ
け
た
場
合
は
比
較
年
次
を
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
基
準
年
次
の
変
数
を
表
わ
す
・

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
記
号
の
或
る
も
の
の
右
肩
に
Ｒ
印
を
っ
げ
た
場
合
、
基
準
年
次
価
格
で
評
価
し
た
実
質
値
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

　
　
〔
３
〕
　
モ
デ
ル

　
第
．
ａ
部
門
の
生
産
額
は
総
費
用
プ
ラ
ス
利
潤
に
等
し
い
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
、
お
半
１
１
（
Ｈ
ま
）
（
】
崇
、
“
十
】
ぎ
、
“
、
十
】
き
一
、
§
十
箏
十
阜
十
Ｐ
＋
き
）
　
　
　
　
一
Ｈ
一

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
↓
　
　
　
　
　
』
“
§
十
－
　
　
　
　
　
　
、
１
１
－

両
辺
を
ム
で
割
っ
て
、

　
　
　
　
§
Ｈ
与
　
一
§
　
　
　
　
　
ま
　
　
§
　
　
　
　
ざ
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
お
半
お
、
　
享
１
１
一
一
、
、
一
”
勾
（
噌
・
、
、
Ｊ
如
マ
、
“
、
十
恥
、
・
、
ｅ
）
　
　
、
　
　
　
　
Ｓ



を
代
入
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
干
一
、
ま
一
営
、
、
え
十
一
ミ
、
さ
、
・
払
ミ
、
享
苧
ヤ
堆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
牝
皿
ぴ
さ
半
、
Ｊ
紅
で
半
さ
。
・
￥
・
共
主
　
　
　
　
一
・
・
一

こ
の
関
係
式
は
、
ど
の
時
点
に
１
於
て
も
成
立
す
る
か
ら
、
比
較
年
次
に
っ
い
て
も
ゆ
式
は
成
立
す
る
。
比
較
年
次
に
っ
い
て
の
剛
式

を
基
準
年
次
価
格
片
で
割
れ
ば
次
式
を
う
る
。

　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
帥
－
一
、
・
三
な
ミ
、
平
淋
む
？
共
凍
・
塘
・
サ
ミ
共
撫
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
　
　
さ
　
　
　
ｂ
｝
　
さ
　
　
　
Ｑ
、
　
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
。
箏
靖
加
十
抄
靖
加
十
帖
埼
、
一

　
　
　
　
　
・
貼
一
一
学
米
乳
工
打
ミ
、
々
榊
・
掌
、
ユ
一
一
　
　
　
　
　
一
と

　
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
・
共
さ
Ｈ
ト
一
、
さ
１
１
と
、
１
・
お

　
　
　
　
、
、
．
）
　
　
村
共
　
加
　
　
押
邑
１
、
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

が
成
立
す
る
。
（
二
番
目
の
等
号
は
、
例
え
ば
基
準
年
次
の
価
格
片
で
比
較
年
次
の
物
的
産
出
量
、
ム
を
評
価
し
た
も
の
が
比
較
年
次
の
実
質
産
出

　
児

量
、
ム
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
）

　
同
様
に
、

　
　
　
石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
虹
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七
（
七
九
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
ぎ
崇
堆
－
蛾
・
蛸
－
蛾
、
～
・
、

　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
・
＊
§
”
き
・
半
一
§
１
ー
き
、
１
・
お

　
　
ミ
．
さ
　
叔
・
　
さ
　
押
射
ー
ミ
．

　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
箏
　
　
、
、
　
『
｝
　
、
｝
　
・
　
、
｝
、

　
　
　
抄
村
・
．
“
１
１
叔
さ
１
－
一
、
．
箏

　
　
　
阜
　
さ
　
・
加

　
　
　
　
　
　
　
ｎ
、
．

　
　
　
抄
押
半
“
　
　
、
畑

　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
９
　
さ
　
・
箏

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
Ｈ
◎

　
　
払
お
、
“
　
　
、
“

　
　
　
惇
Ｈ
惇
…
号

　
　
巾
お
。
　
お
お

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
享
、
“
Ｈ
ぎ
“
事
、
、
、
。
１
Ｉ
ｑ
、
“
～
、
、
ｅ
”
書
呂

以
上
を
↑
ｏ
式
に
代
入
す
る
と
次
式
を
う
る
。

　
　
　
淋
－
一
・
・
三
廿
・
亀
帥
む
一
、
晶
榊
・
廿
・
畠
榊

十
｝
さ
む
箏
十
◎
。
』

　
。
、
｝
　
　
．
、
｝
　
、
、
｝

・
王
嘗
ム
叶
ｍ
誓
毒
・
営
一
勾
洲
一
一

三
〇
八
（
七
九
二
）

一
ｇ



　
旧
式
に
お
け
る
諸
係
数
は
全
て
価
額
表
示
の
諸
係
数
で
あ
る
か
ら
、
利
用
可
能
な
産
業
連
蔚
表
か
ら
こ
れ
ら
の
諸
係
数
を
算
出
す

る
こ
と
が
可
能
と
た
る
。
側
式
を
解
く
こ
と
に
ー
よ
っ
て
、
我
々
は
内
生
部
門
の
価
格
変
化
率
を
諸
係
数
お
よ
び
外
生
変
数
に
対
応
さ

せ
て
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
、
１
１
（
宙
ー
ト
、
Ｉ
ｂ
１
◎
１
『
１
Ｎ
自
、
）
１
－
（
Ｎ
、
き
十
ミ
日
十
Ｎ
（
○
、
尋
十
ら
、
自
）
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９

但
し
、
・
・
は
蓑
を
要
素
と
す
る
萎
列
ベ
ク
ー
ル
、
五
斗
一
を
主
座
要
奮
も
っ
萎
対
角
行
烈
〃
各

を
（
・
ｚ
、
．
／
）
要
素
と
す
る
刎
×
伽
行
列
、
〃
、
０
，
Ｔ
は
そ
れ
ぞ
れ
主
座
要
素
に
・
４
、
・
の
、
、
ち
を
も
っ
刎
次
対
角
行
列
、
Ｚ
は
一
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ
　
　
　
Ｒ
　
　
　
Ｒ
　
　
　
亙
　
　
　
亙

を
主
座
要
素
と
す
る
裟
対
角
行
列
、
・
、
・
、
筈
よ
び
。
、
”
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ら
、
令
令
み
、
伽
を
一
．
，
、
．
、
一
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
す
る
行
列
（
宙
、
１
１
（
§
×
§
）
一
Ｑ
，
Ｈ
（
§
×
（
ミ
ー
§
）
）
一
白
、
１
１
（
§
ｘ
ミ
）
一
、
１
１
（
§
×
（
§
１
§
）
）
一
ミ
ー
１
（
§
ｘ
§
）
）
一
〃
は
片
を
第

・
ｚ
要
素
と
す
る
（
ミ
ー
§
）
次
ベ
ク
ト
ル
、
ｑ
は
出
を
第
．
¢
要
素
と
す
る
犯
次
ベ
ク
ト
ル
。

　
ゆ
式
は
基
準
年
次
価
格
か
ら
の
比
較
年
次
価
格
の
変
化
が
右
辺
の
諸
要
因
の
変
化
の
総
合
と
し
て
表
わ
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

又
、
当
然
た
が
ら
右
辺
の
す
べ
て
の
要
因
を
基
準
年
次
の
も
の
に
す
れ
ば
、
Ｈ
（
Ｈ
一
…
“
一
）
と
た
る
。
従
っ
て
、
右
辺
の
要
因
の
う

ち
或
る
要
因
（
又
は
複
数
の
要
因
の
組
合
せ
）
の
み
を
比
較
年
次
の
量
に
変
え
て
や
れ
ぼ
、
そ
の
と
き
の
・
ｐ
は
、
当
の
要
因
（
又
は
要
因

の
組
）
の
変
化
の
み
に
よ
る
価
格
変
化
を
偏
徴
係
数
的
に
示
す
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
右
辺
の
全
て
の
要
因
を
比
較
年
次
に
お
げ
る

諸
量
に
お
き
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
の
・
Ｐ
は
全
て
の
要
因
変
化
の
総
合
結
果
と
し
て
の
比
較
年
次
の
価
格
変
化
率
そ
の
も
の
と

な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
ゆ
式
を
基
礎
に
、
価
格
変
動
の
要
因
分
析
な
ら
び
に
、
特
定
の
想
定
の
も
と
で
組
合
わ
さ

れ
た
右
辺
の
要
因
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な
価
格
変
化
が
生
ず
る
か
を
調
べ
る
一
種
の
シ
、
・
・
ユ
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
可
能
と
た
る
訳
で
あ
る
。

石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）

三
〇
九
（
七
九
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

三
一
〇
（
七
九
四
）

　
ｏ
ｏ
　
部
門
分
類
は
基
本
的
に
は
六
〇
部
門
分
類
（
七
〇
年
表
）
、
六
一
部
門
分
類
（
七
五
年
表
お
よ
び
七
八
年
延
長
表
）
を
べ
ー
ス
に
し

た
が
ら
、
農
業
、
公
務
た
ど
の
若
干
の
部
門
再
統
合
と
、
電
気
機
械
お
よ
び
輸
送
機
械
の
再
分
割
（
ニ
ハ
○
部
門
表
（
七
〇
年
表
）
、
ニ
ハ

五
部
門
表
（
七
五
、
七
八
年
表
）
に
よ
る
）
を
行
い
、
結
局
五
五
部
門
分
類
の
連
関
表
に
よ
り
分
析
を
行
っ
た
。
電
気
機
械
の
う
ち
重
電
機

を
分
離
し
た
の
は
生
産
財
部
門
の
分
離
が
目
的
で
あ
り
、
輸
送
機
械
か
ら
四
輸
自
動
車
を
分
離
し
た
の
は
自
動
車
産
業
の
今
目
的
重

要
性
の
高
さ
に
よ
る
。

　
五
五
部
門
を
更
に
内
生
四
三
部
門
と
外
生
十
二
部
門
に
分
類
し
た
。

　
吻
　
使
用
し
た
資
料
は
行
政
管
理
庁
ほ
か
編
９
〕
畑
と
通
産
省
呵
の
生
産
者
価
格
評
価
表
お
よ
び
輸
入
表
、
雇
用
表
、
そ
れ
に
、
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｌ
、
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

政
管
理
庁
ほ
か
編
吻
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
表
な
ど
で
あ
る
。
比
較
年
次
の
実
質
値
は
名
目
値
を
デ
フ
レ
ー
タ
ー
で
割
っ
て
こ
れ
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

た
。
尚
、
延
長
表
に
は
輸
入
表
お
よ
び
雇
用
表
が
収
め
ら
れ
て
い
た
い
が
輸
入
表
が
な
げ
れ
ぱ
国
産
品
投
入
係
数
（
～
、
也
と
輸

　
　
　
　
　
　
・
１

入
品
投
入
係
数
岬
を
正
確
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
や
む
を
得
ず
、
国
産
品
と
輸
入
品
を
含
め
た
投
入
額
を
国
産
品

と
輸
入
品
に
分
げ
る
た
め
に
、
そ
れ
が
投
入
さ
れ
た
部
門
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
輸
入
係
数
を
用
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

が
投
入
さ
れ
る
部
門
が
何
で
あ
ろ
う
と
同
じ
比
率
で
国
産
品
と
輸
入
品
が
割
当
て
ら
れ
る
と
い
う
想
定
が
現
実
的
で
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
尚
、
我
国
の
連
関
表
は
、
副
産
物
・
屑
の
取
扱
い
を
昭
和
三
五
年
表
以
来
、
マ
イ
ナ
ス
投
入
方
式
（
ス
ト
ー
ソ
方
式
）

に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
為
、
国
産
、
輸
入
込
み
の
投
入
額
が
負
値
を
と
っ
て
い
る
箇
所
が
い
く
っ
か
存
在
す
る
。
若
し
一
律
に

輸
入
係
数
を
掛
げ
て
輸
入
品
投
入
額
を
求
め
れ
ぱ
当
然
そ
れ
ら
の
箇
所
で
は
や
は
り
負
値
を
と
る
こ
と
に
た
る
。
輸
入
品
に
副
産
物



や
屑
を
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
（
事
実
、
七
〇
年
や
七
五
年
の
輸
入
表
に
は
、
最
終
需
要
項
目
で
あ
る
在
庫
の
列
を
除
い
て
負
値
は

存
在
し
た
い
）
か
ら
、
負
値
が
在
庫
の
減
少
を
表
わ
す
在
庫
の
列
を
除
い
て
、
国
産
品
と
輸
入
品
込
み
の
投
入
が
負
値
の
場
合
そ
の
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

所
に
対
応
す
る
輸
入
品
投
入
額
は
零
と
し
て
処
理
し
た
。
（
そ
の
場
合
】
き
、
１
１
長
と
な
る
よ
う
に
輸
入
係
数
を
修
正
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
↓

　
七
八
年
の
内
生
部
門
の
部
門
別
雇
用
量
に
っ
い
て
は
、
通
産
省
『
工
業
統
計
表
』
、
労
働
省
『
毎
月
勤
労
統
計
調
査
』
と
も
産
業

連
関
表
の
雇
用
表
と
調
査
対
象
の
ズ
レ
に
よ
る
数
字
の
差
が
大
き
く
て
利
用
で
き
ず
、
結
局
七
五
年
連
関
表
の
雇
用
表
の
値
を
べ
ー

ス
に
し
て
、
こ
れ
に
比
較
的
カ
バ
レ
ッ
ジ
が
近
い
と
思
わ
れ
る
新
Ｓ
Ｎ
Ａ
の
経
済
活
動
別
雇
用
者
数
（
二
三
部
門
）
の
七
五
－
七
八
年

の
伸
び
率
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
た
。
尚
、
新
Ｓ
Ｎ
Ａ
で
は
家
具
、
皮
革
な
ど
が
「
そ
の
他
製
造
業
」
に
一
括
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
部
門
別
雇
用
変
化
率
は
や
む
を
え
ず
『
毎
月
勤
労
統
計
調
査
』
に
ょ
っ
て
求
め
た
。

　
に
幻
　
賃
金
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｂ
，
０
、
〃
は
次
の
よ
う
に
し
て
計
算
し
た
。
最
終
需
要
項
目
の
う
ち
民
問
消
費
需
要
の
総
額
を
ｏ
、
第

．
ｚ
内
生
部
門
へ
の
需
要
を
４
（
｛
１
ー
ポ
…
ミ
）
、
第
．
Ｚ
外
生
部
門
へ
の
需
要
を
ぺ
（
｛
１
１
§
十
一
…
・
ミ
）
、
第
．
ｚ
輸
入
品
に
対
す
る
需
要
を
〆

（
“
１
１
－
一
…
ミ
）
と
す
れ
ば
、
比
較
時
点
の
名
目
の
賃
金
バ
ス
ケ
ヅ
ト
は
、

　
　
　
　
・
　
・
　
毛

　
　
　
　
ざ
１
ー
ミ
・
　
・
（
、
１
ー
ポ
　
ミ
ニ
Ｈ
ガ
．
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
、

　
　
　
　
〉
　
　
）
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
（
“
１
１
§
十
ポ
：
一
き
－
”
一
・
“
§
）

　
　
　
　
“
、
１
ー
ミ
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
“

　
　
　
　
ぎ
１
ー
ミ
・
　
・
　
（
い
Ｈ
一
．
．
・
ミ
ニ
ー
１
一
：
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

で
あ
る
か
ら
、
基
準
年
次
価
格
で
評
価
し
た
実
質
の
賃
金
バ
ス
ヶ
ツ
ト
は
こ
れ
ら
を
価
格
上
昇
率
で
割
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
。
例
え

　
　
　
石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一
（
七
九
五
）



立
命
館
館
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

三
二
一
（
七
九
六
）

ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

宥
－
之
一
洲
一
一
－
王
。
“
一
＼
一
竺

尚
、
第
プ
部
門
の
比
較
年
次
の
実
質
賃
金
バ
ス
ケ
ツ
ト
の
合
計

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
事
〉
　
　
　
　
さ
　
〉
　
　
　
　
ざ
〉

　
　
　
　
ミ
、
…
】
ぎ
お
十
】
ざ
勾
十
】
妻
句
（
、
１
－
一
…
・
§
）

　
　
　
　
　
　
＾
１
１
一
　
　
　
　
　
＾
１
１
§
一
十
一
　
　
　
　
　
＾
１
１
－

を
、
基
準
年
次
の
賃
金
率
物
と
比
較
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
第
－
部
門
の
実
質
賃
金
率
の
基
準
年
次
に
比
し
て
の
増
減
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

末

　
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
至
る
期
間
お
よ
び
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
至
る
期
問
そ
し
て
二
つ
の
時
期
に
亘
る
期

問
に
っ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
げ
る
要
因
の
変
化
が
内
生
都
門
価
格
の
変
化
を
ど
れ
だ
げ
引
き
お
こ
す
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因

変
化
の
価
格
変
化
全
体
へ
の
寄
与
率
の
大
き
さ
は
ど
う
か
を
計
算
し
た
結
果
が
、
第
五
表
、
第
六
表
お
よ
び
第
七
表
で
あ
る
。
要
因

自
体
が
ど
れ
だ
げ
変
化
し
た
か
を
若
干
の
も
の
に
っ
い
て
第
二
表
、
第
三
表
お
よ
び
第
四
表
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
。
第
五
表
～
第
七

表
に
ー
お
げ
る
価
格
変
化
率
は
こ
れ
ま
で
の
定
義
と
異
り
、
（
加
＼
、
「
－
．
◎
）
×
Ｈ
ｏ
９
◎
で
示
さ
れ
て
い
る
。
第
十
二
欄
の
総
合
効
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

理
論
上
、
現
実
の
価
格
変
動
率
に
一
致
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に
も
ほ
と
ん
ど
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
第
五
表
～
第
七
表

の
各
変
動
要
因
の
う
ち
、
第
二
欄
の
「
粗
利
潤
要
因
」
と
は
、
企
業
の
交
際
費
や
接
待
費
な
ど
か
ら
な
る
家
計
外
消
費
と
減
価
償
却
費

お
よ
び
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
の
三
要
因
を
組
合
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
粗
利
潤
要
因
と
第
三
欄
ひ
実
質
賃
金
率
、
第
四
欄
の
技
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率昇上格価晶入輸

国
内
価
格
上
昇
率

石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）

術
係
数
、
第
八
欄
の
外
生
・
輸
入
部
門
価
格
そ
し
て
第
十
一
欄
の

間
接
税
マ
ィ
ナ
ス
補
助
金
の
以
上
五
項
目
で
変
動
要
因
の
す
べ
て

を
カ
バ
ー
す
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
る
価
格
変
化

率
の
和
は
正
確
に
は
総
合
効
果
に
等
し
く
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ら
の
要
因
が
同
時
に
変
動
し
た
場
合
の
交
絡
項
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
第
五
・
六
表
の
第
十
三
欄
お
よ
び
第
七
表
の
第
三
欄
の

「
実
質
賃
金
費
用
」
と
は
、
実
質
賃
金
率
と
雇
用
係
数
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
物
一
単
位
当
り
の
賃
金
費
用
を
あ

ら
わ
す
。
雇
用
係
数
ん
の
逆
数
は
時
に
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る

よ
う
た
、
労
働
生
産
性
を
直
接
あ
ら
わ
す
量
で
は
た
い
。
労
働
生

産
性
と
ば
生
産
物
一
単
位
の
生
産
に
直
接
お
よ
び
問
接
に
必
要
な

労
働
量
に
ー
関
わ
る
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
勿
論
ら
は

技
術
進
歩
に
よ
る
労
働
生
産
性
上
昇
と
通
常
は
無
関
係
で
は
な
い
。

々
は
ま
た
、
稼
働
率
の
変
動
や
「
減
量
経
営
化
」
（
省
力
化
や
労
働

強
度
の
引
上
げ
た
ど
）
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
さ
て
、
第
七
表
の
六
、

七
欄
に
一
九
七
〇
１
七
八
年
に
至
る
内
生
部
門
価
格
の
変
化
率
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
（
七
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
四
（
七
九
八
）

対
応
す
る
輸
入
品
価
格
上
昇
率
を
掲
げ
た
。
第
一
図
は
縦
軸
に
前
者
を
、
横
軸
に
後
者
を
と
っ
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
価
格
変
■

動
に
よ
る
部
門
問
の
交
換
比
率
の
変
動
お
よ
び
国
産
品
対
輸
入
品
の
相
対
価
格
（
同
一
部
門
に
、
一
括
さ
れ
て
は
い
て
も
必
ず
し
も
輸
入
品

と
国
産
品
は
同
一
商
品
で
は
た
い
こ
と
を
捨
象
し
て
い
え
ぱ
、
即
ち
国
内
諸
部
門
の
対
外
価
格
競
争
力
を
あ
ら
わ
す
）
の
変
動
に
着
目
す
る
な
ら

ば
、
第
一
図
の
四
五
度
線
の
上
下
で
こ
の
問
の
各
部
門
の
対
外
競
争
力
の
減
増
が
示
さ
れ
、
又
国
内
諸
価
格
上
昇
率
の
加
重
平
均
を

示
す
直
盤
ｐ
の
上
を
で
、
他
部
門
と
の
交
換
比
率
の
騰
落
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
直
線
に
プ
ラ
ス
・
マ
ィ
ナ
ス
ニ
○
％
の
区
問

を
設
げ
て
一
応
こ
の
区
問
の
外
に
あ
る
部
門
を
国
内
交
換
比
又
は
（
お
よ
び
）
対
外
競
争
力
に
お
い
て
か
な
り
の
変
動
の
あ
っ
た
部
門

）

五
勿

刺化変格
．
価品入輸表２第
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５



で
あ
る
と
考
え
よ
う
。
す
る
と
、
ま
ず
相
対
的
に
他
の
部
門
よ
り
も
価
格
上
昇
率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
対
外
価
格
競
争
力
が

低
下
し
た
部
門
と
し
て
、
ｏ
じ
石
炭
、
鯛
石
炭
製
品
、
的
ゴ
ム
製
品
、
ｃ
つ
氷
産
食
品
、
胸
印
刷
．
出
版
、
胸
窯
業
．
土
石
が
あ
る
。
第

七
表
に
よ
れ
ぽ
こ
れ
ら
の
部
門
に
共
通
す
る
特
徴
は
○
「
外
生
及
び
輸
入
品
価
格
」
に
よ
る
上
昇
率
は
ほ
ぼ
平
均
的
で
あ
る
（
尤
も
、

全
部
門
に
っ
い
て
も
、
こ
の
項
ば
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
前
後
で
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
上
下
に
大
き
ぐ
乖
離
す
る
部
門
は
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
）
。
◎
国
内
要

因
（
粗
利
潤
、
実
質
賃
金
費
用
、
投
入
係
数
）
が
上
方
へ
の
ス
パ
ィ
ラ
ル
を
引
き
お
こ
す
に
足
る
状
態
で
あ
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
例

え
ば
的
ゴ
ム
製
品
都
門
は
、
粗
利
潤
と
賃
金
費
用
に
よ
る
効
果
が
ほ
ぽ
相
殺
し
合
う
が
、
投
入
係
数
要
因
に
・
よ
る
三
〇
％
の
価
格
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
が
影
響
し
て
結
局
二
二
〇
％
余
の
価
格
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。
０
Ｄ
石
炭
の
よ
う
に
粗

）
・
走剰

　
化

　
変

　
格

　
価

　
門

　
部

　
生

　
外
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０
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１
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１
一
Ｌ
１
一
１
１
１
１
１
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ユ
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ユ
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５
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１
０
６
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３
７
８
７
５
１
８
７
１
８
１
９
７
５

０
７

１
．
１
一
－
一
ー
ユ
ー
２
１
１
ー
ユ
ー

９
１

〈

産
業
業
草
カ
ス
道
輸
信
ス
包
明

ビ
梱

蓄
　
　
ガ
水
　
ト
・
不

一
　
　
　
　
　
　
共
品

『
Ｆ

業
　
市
下
鮎
類

部

農
林
漁
煙
電
都
上
運
通
公
事
分

生外
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５

石
油
危
機
に
お
け
る
価
塙
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）

利
潤
と
賃
金
費
用
に
よ
る
効
果
が
相
殺
し
合
わ
な
い
と
ス
パ
ィ
ラ
ル
状
に
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
。

　
一
方
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
部
門
で
逆
に
－
対
外
競
争
力
が
上
昇
し
た
も
の
は
↑
ｏ
原

油
・
天
然
ガ
ス
、
幽
石
油
製
品
の
二
部
門
で
あ
ゐ
が
、
前
者
は
輸
入
原
油
価
格
と
連
動

し
て
上
昇
Ｌ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
し
て
（
部
門
挽
模
か
ら
見
て
も
ほ
と
ん
ど
ネ
グ
リ
ジ

ブ
ル
で
あ
る
が
）
、
後
者
の
場
合
は
国
内
要
因
よ
り
も
圧
倒
的
に
輸
入
価
格
要
因
に
規
定

さ
れ
て
大
幅
な
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。
・
但
し
分
配
要
因
（
粗
利
潤
と
賃
金
費
用
）
は
価
格

低
下
的
で
あ
る
の
で
輸
入
品
価
格
よ
り
も
上
昇
率
は
低
い
。
最
後
に
、
平
均
を
越
え
る

価
格
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
外
価
格
競
争
力
は
ほ
ぽ
不
変
の
但
ヵ
金
融
・
保
険
、
鰯
そ

の
他
非
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
二
都
門
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
分
配
要
因
は
ほ
ぽ
相
殺
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
（
七
九
九
）



立
命
館
経
済
学
（
簸
三
十
巻
・
窮
三
・
四
・
五
合
併
号
）

三
ニ
ハ
（
八
Ｏ
Ｏ
）

率倍は他
■
年

ンイポ％は欄５
第
年

２
、

第
年
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あ
る
が
投
入
係
数
に
ょ
る
上
昇
分
だ
げ
平
均
を
上
廻
っ
て
お
り
、
後
者
は
分
配
要
因
も
又
、
上
昇
要
因
と
た
っ
て
い
る
。

　
次
に
・
価
格
上
昇
率
が
平
均
よ
り
も
相
当
低
い
グ
ル
ー
プ
に
１
属
す
る
の
は
倒
非
鉄
金
属
鉱
石
、
鋤
重
電
機
、
的
非
鉄
金
属
一
次
製

品
一
的
化
学
繊
維
原
料
、
回
化
学
繊
維
紡
績
、
的
そ
の
他
の
化
学
製
品
、
鮒
精
密
機
械
、
鰯
そ
の
他
の
電
気
機
械
、
＠
◎
飲
料
、
側
天

然
繊
維
紡
績
な
ど
で
あ
る
が
、
対
外
価
格
競
争
力
の
増
減
は
専
ら
輸
入
品
価
格
の
上
昇
率
に
。
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ぱ
鋤

重
電
機
と
鯛
そ
の
他
の
電
気
機
械
と
の
問
で
輸
入
品
価
格
上
昇
率
に
ど
う
し
て
こ
れ
程
の
差
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
別
途
究
明
す
る

他
は
な
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
の
は
賃
金
費
用
要
因
に
上
る
上
昇
を
相
殺
す
る
に
十
分
た
だ
げ
利
潤
要
因
に
よ
る
価

格
下
落
が
あ
る
点
で
、
前
と
は
逆
に
下
方
へ
の
若
干
の
ス
バ
ィ
ラ
ル
（
外
宇
輸
入
品
価
格
上
昇
に
ょ
る
価
格
上
昇
水
準
か
ら
の
）
が
生

じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
・
第
五
表
お
よ
び
第
六
表
に
お
げ
る
特
徴
を
よ
り
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
、
比
較
年
次
の
実
質
産
出
額

を
ウ
ェ
イ
ト
に
し
た
加
重
平
均
を
と
る
こ
と
で
二
一
部
門
に
集
約
し
、
更
に
こ
れ
ら
を
基
礎
資
材
型
都
門
、
加
工
組
立
型
部
門
、
生

活
関
連
型
部
門
、
サ
ー
ピ
ス
な
ど
そ
の
他
の
部
門
の
四
類
型
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
属
す
る
部
門
の
加
重
平
均
（
前
と
同
様

に
ウ
ェ
ィ
ト
は
比
較
年
次
の
実
質
産
出
額
）
お
よ
び
そ
れ
ら
の
総
平
均
を
算
出
し
た
も
の
が
第
八
表
お
よ
び
第
九
表
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
表
か
ら
、
七
〇
１
七
五
年
、
お
よ
び
七
五
－
七
八
年
の
二
っ
の
期
問
の
価
格
変
動
の
産
業
類
型
別
の
特
徴
と
し
て
次

の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
○
〇
　
七
〇
１
七
八
年
を
通
し
て
み
た
場
合
、
価
格
上
昇
率
は
加
工
組
立
型
部
門
が
最
も
低
く
（
五
五
％
）
次
い
で
基
礎
資
材
型
部
門

（
七
五
％
）
、
生
活
関
連
型
部
門
（
八
二
％
）
と
高
く
な
り
、
最
も
上
昇
率
の
高
か
っ
た
の
は
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
内
生
部
門
（
一
〇
三
％
）

で
あ
る
。

　
　
　
　
石
油
危
機
に
お
ー
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
七
（
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〇
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．
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。

こ
の
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ら
が
た
か
っ
た
場
合
に
比
べ
た
場
合
、
諸
価

格
の
上
昇
率
は
い
か
ほ
ど
低
く
な
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ソ
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。
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７
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ェ
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前
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き
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尚
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が
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礎
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。
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果
の
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七
五
年
の
稼
働
率
指
数
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製

造
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全
体
で
七
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五
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七
五
～
一
九
七
八
年

七
〇
～
七
八
年

石
油
危
機
に
お
け
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）

　
　
○
年
１
１
一
〇
〇
）
と
極
め
て
低
水

　
　
準
に
落
ち
こ
ん
で
い
た
こ
と
は

　
　
第
一
表
で
み
た
通
り
で
あ
る
が
、

　
　
こ
の
稼
働
率
を
せ
め
て
七
八
年

　
　
の
水
準
（
前
出
の
指
数
で
八
七
・

　
　
○
）
に
何
ら
か
の
方
策
（
多
数

　
　
の
国
民
の
合
意
の
も
と
で
の
何
ら

　
　
か
の
公
的
観
制
に
よ
っ
て
と
考
え

　
　
て
も
よ
い
）
に
ょ
っ
て
引
あ
げ
る

　
　
こ
と
が
七
五
年
時
点
で
可
能
で

　
　
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
減
量
経

　
　
営
」
に
基
づ
く
広
汎
な
人
員
整

　
　
理
が
ま
だ
本
格
的
に
は
は
じ
ま

　
　
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
段
階

　
　
（
第
一
表
雇
用
指
数
参
照
）
に
於
て

　
　
は
解
雇
に
よ
る
の
で
は
た
い
肝

　
　
の
減
少
（
Ｎ
、
”
↑
一
耶
の
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

三
二
七
（
八
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
（
八
二
一
）

に
ょ
る
汽
の
滅
少
）
が
も
た
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
価
格
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
、
七
八
年
の
部
門
別
稼
働
率
指
数
（
通
産
省
『
通
産
統
計
』
）
を
用
い
て
、
製
造
工
業
の
稼
働
率
だ
げ
を
修
正
し
、
そ
の
他
の
部

門
は
七
五
年
実
数
の
ま
ま
と
し
て
推
計
し
た
。
第
一
〇
表
第
二
欄
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。
稼
働
率
修
正
を
行
っ
た
製
造
工
業
で
似
、

仇
え
ば
加
工
組
立
型
部
門
の
平
均
で
一
〇
劣
ポ
イ
ソ
ト
を
越
す
価
格
引
下
げ
効
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
鮒
　
雇
用
係
数
の
置
き
か
え
に
よ
る
効
果
の
測
定

一
前
述
の
よ
う
に
、
雇
用
係
数
（
は
稼
働
率
の
み
な
ら
ず
技
術
進
歩
や
労
働
の
強
化
に
よ
っ
て
減
少
す
る
が
、
人
員
整
理
、
省
力
化

改
術
の
導
入
、
稼
働
率
の
回
復
が
あ
る
程
度
進
展
し
た
七
八
年
の
雇
用
係
数
が
仮
り
に
七
五
年
に
採
用
可
能
で
１
あ
っ
た
と
す
れ
ば
七

五
年
の
価
格
変
動
は
ど
の
よ
う
に
変
る
だ
ろ
う
か
。
第
一
〇
表
第
三
欄
が
そ
の
推
定
結
果
で
あ
る
。
内
生
都
門
平
均
で
五
六
〃
ポ
ィ

ソ
ド
も
七
五
年
の
実
数
値
よ
り
低
下
す
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
る
。
過
大
な
値
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
七
五
年
の
利
潤
率
と

実
質
賃
金
率
の
も
と
で
の
（
の
低
下
は
賃
金
費
用
と
利
潤
の
間
で
マ
イ
ナ
ス
の
ス
バ
イ
ラ
ル
を
描
く
も
の
と
思
わ
れ
々

・
↑
ｏ
　
問
接
税
引
上
げ
の
価
格
効
果
の
測
定

一
七
八
年
の
当
時
、
政
府
が
導
入
を
検
討
し
た
一
般
消
費
税
の
よ
う
た
間
接
税
の
引
上
げ
に
よ
る
価
格
変
動
を
推
計
し
た
。
こ
こ
で
’

は
少
し
ラ
フ
で
あ
る
が
、
間
接
税
マ
ィ
ナ
ス
補
助
金
の
、
対
名
目
付
加
価
値
総
額
比
率
を
５
劣
と
す
る
と
い
う
想
定
の
も
と
で
の
七

五
年
価
格
の
変
動
を
求
め
た
。
七
八
年
の
こ
の
比
率
の
実
績
値
は
約
二
・
三
％
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
二
・
一
七
倍
し
て
、
問
接
税
引

上
げ
の
も
と
で
の
税
率
と
し
た
。
結
果
は
第
一
〇
表
第
四
欄
に
掲
げ
た
。
内
生
部
門
平
均
六
〇
％
ポ
イ
ソ
十
余
り
、
七
五
年
の
実
績
．

値
よ
り
も
高
く
た
る
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
き
に
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
結
果
と
た
っ
た
の
は
、
利
潤
率
や
実
質
賃
金

率
旭
減
グ
し
な
い
も
と
で
は
、
間
接
税
増
税
分
だ
け
ｏ
所
得
を
、
輸
入
品
や
外
生
部
門
生
産
物
の
価
格
を
実
質
的
に
内
生
価
格
の
引
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石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
都
門
分
析
（
山
田
）

）均平重加るすとトイエウを額出産質実の次年較比は均平（

上
げ
に
よ
っ
て
押
し
下
げ
る
こ
と
を
通

じ
て
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
相
当
の

物
価
上
昇
が
必
要
と
た
る
か
ら
で
あ
る
。

間
接
税
実
施
の
過
程
で
は
、
実
質
賃
金

率
や
利
潤
率
の
低
下
に
よ
っ
て
増
税
分

が
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状

態
は
一
時
的
で
あ
る
に
す
ぎ
狂
い
。
そ

の
う
え
、
輸
入
品
価
格
や
外
生
部
門
価

格
の
実
質
的
低
下
も
永
遠
に
続
く
も
の

で
は
あ
り
得
ぬ
か
ら
、
こ
の
点
を
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

す
れ
ば
更
に
価
格
は
上
昇
す
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ソ
に
対
し
て
は
、
利
潤
率
と
実
質

賃
金
率
が
不
変
に
保
た
れ
て
い
る
状
態

で
の
価
格
上
昇
は
物
価
間
題
が
も
つ
分

配
間
題
の
側
面
を
当
初
か
ら
捨
象
し
た

　
三
二
九
（
八
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〇
（
八
一
四
）

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
想
定
の
も
と
で
価
格
が
高
く
な
ろ
う
が
低
か
ろ
う
が
そ
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
疑

間
が
呈
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
が
想
定
す
る
利
潤
率
と
実
質
賃
金
率
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
状
態
は
現
実
の
過
程
で
は
順
調
か
つ
ス
ム
ー

ズ
に
実
現
さ
れ
る
訳
で
は
勿
論
な
い
の
で
あ
っ
て
、
実
質
賃
金
率
や
利
潤
率
の
変
動
や
階
級
問
闘
争
を
伴
っ
た
矛
盾
に
満
ち
た
過
程

で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
が
描
く
価
格
の
変
動
は
こ
の
よ
う
た
矛
盾
に
満
ち
た
現
実
の
過
程
の
運
動
方
向
な
の
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
た

価
格
上
昇
率
が
高
い
も
の
で
あ
れ
ぱ
あ
る
程
、
そ
こ
に
向
か
う
現
実
の
過
程
は
対
立
や
摩
擦
に
満
ち
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
部
門
間
の
交
換
比
や
対
外
的
価
格
競
争
力
の
間
題
を
別
と
し
て
も
、
こ
の
モ
デ
ル
が
示
す
価
格
変
動
の
方
向
や
振
幅
の
大
き

さ
は
、
そ
れ
自
体
、
そ
こ
に
向
か
う
現
実
の
変
動
の
あ
り
か
た
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

（
５
）

（
６
）

（
７
）

　
延
長
表
だ
げ
で
た
く
接
続
連
関
表
（
行
政
管
理
庁
ほ
か
編
『
昭
和
三
五
－
四
〇
１
四
五
年
接
続
産
業
連
関
表
』
一
九
七
五
年
、
お
よ
び

　
〕

同
１
２
）
に
お
い
て
も
輸
入
表
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
点
は
、
多
大
た
労
働
・
費
用
を
か
け
て
行
う
作
業
で
あ
る
だ
げ
に
、
こ
れ
ら
の
資
料

　
〔

価
直
を
損
う
重
大
た
欠
陥
で
あ
る
。
輸
入
表
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
国
産
品
に
対
す
る
投
入
係
数
と
輸
入
品
に
対
す
る
投
入
係
数
を
正
確
に

分
離
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
国
内
経
済
へ
の
正
確
な
物
的
お
よ
び
価
格
的
波
及
効
果
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
〕

　
金
子
・
二
木
７
で
は
玩
実
の
価
格
変
動
率
を
計
算
上
の
価
格
変
動
率
が
全
般
と
し
て
上
廻
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
〔

齪
鯖
を
、
逆
行
列
に
投
入
係
数
以
外
の
多
く
の
要
素
を
含
め
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
「
逆
転
誤
差
」
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し

て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
結
果
か
ら
こ
の
よ
う
た
推
測
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
例
え
ぱ
こ
の
場
合
の
消
費
財
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は

　
　
　
沖
１
１
】
。
ざ
亀
伽
十
】
。
心
加
。
十
〃
。
ミ
お
タ

　
　
　
　
　
　
　
】
～
“
十
】
“
“
十
】
８
，

　
　
　
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

但
し
、
・
卵
は
内
生
第
・
２
部
門
生
産
物
に
対
す
る
比
較
年
次
の
実
質
消
費
支
出
、
一
伽
は
外
生
第
・
ｚ
部
門
生
産
物
に
対
す
る
、
又
一
～
は
第
｛



　
　
輸
入
品
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
比
較
年
次
の
実
質
消
費
支
出
、
．
片
、
．
即
、
４
は
そ
れ
ぞ
れ
内
生
、
外
生
、
輸
入
品
の
第
・
３
財
の
価
格
変
化

　
　
率
。

（
８
）
　
こ
れ
ら
が
内
生
部
門
の
平
均
よ
り
も
絶
対
値
で
小
さ
い
理
由
は
、
外
生
部
門
価
格
が
変
化
し
な
い
と
い
う
想
定
の
も
と
で
計
算
し
て
い

　
　
る
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
〕

（
９
）
　
金
子
８
は
、
実
質
的
に
は
レ
オ
ソ
チ
ヱ
フ
型
の
価
格
モ
デ
ル
に
基
い
て
、
一
般
消
費
税
導
入
に
よ
る
価
格
上
昇
を
推
計
し
て
、
　
「
五
％

　
　
　
　
　
〔

　
　
の
二
般
消
費
税
』
の
導
入
は
原
材
料
投
入
に
関
す
る
産
業
連
関
的
波
及
効
果
を
念
頭
に
お
い
て
も
、
殆
ん
ど
の
商
品
価
格
を
５
バ
ー
セ

　
　
ソ
ト
以
上
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
結
論
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
価
格
の
一
次
波
及
的
な
上
昇
の
み
を
間
題
と
ゴ
る
レ

　
　
オ
ソ
チ
ェ
フ
型
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
誤
っ
た
推
計
で
あ
る
と
云
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

参
考
文
献

〔
１
〕
　
５
９
蒜
い
オ
・
ミ
Ｈ
暑
巨
－
○
目
昌
鼻
向
８
旨
昌
－
ｏ
。
っ
、
宕
雰
（
新
飯
田
宏
訳
『
産
業
連
関
分
析
』
一
九
六
九
年
）

〔
２
〕
　
斉
藤
光
雄
『
一
般
均
衡
と
価
格
』
（
一
九
六
三
年
）

〔
３
〕
　
市
野
省
三
「
物
価
指
数
の
産
業
連
関
分
析
」
（
『
経
済
研
究
』
、
第
二
七
巻
第
三
号
、
一
九
七
六
年
）

〔
４
〕
旨
罫
易
彗
ト
．
、
ト
く
巳
干
ｃ
ｏ
ｏ
９
冒
竺
ｃ
。
巨
身
◎
｛
向
８
昌
邑
ｏ
？
婁
亭
、
一
畠
８

〔
５
〕
　
辻
村
江
太
郎
・
黒
田
昌
裕
『
日
本
経
済
の
一
般
均
衡
分
析
』
（
一
九
七
四
年
）

〔
６
〕
置
塩
信
雄
「
『
昭
和
三
十
年
産
業
連
関
表
に
よ
る
目
本
経
済
の
産
業
連
関
分
析
』
に
対
す
る
若
干
の
意
見
」
（
『
国
民
経
済
雑
誌
』
第
一
〇

　
　
七
巻
二
号
、
一
九
六
三
年
）

〔
７
〕
　
金
子
敬
生
－
二
木
雄
策
「
物
価
変
動
と
産
業
連
関
　
　
多
部
門
モ
テ
ル
に
よ
る
わ
が
国
物
価
変
動
の
分
析
　
　
」
（
『
季
刊
理
論
経
済

　
　
学
』
第
十
五
巻
オ
ｏ
・
Ｈ
、
一
九
六
四
年
）

〔
８
〕
金
子
敬
生
「
一
般
消
費
税
と
商
品
価
格
の
変
動
　
　
事
向
宛
勺
・
Ｈ
＼
Ｏ
モ
テ
ル
に
よ
る
計
量
分
析
　
　
」
（
『
経
済
研
究
』
、
第
三
二
巻
第

　
　
二
号
、
一
九
八
一
年
）

〔
９
〕
　
行
政
管
理
庁
ほ
か
編
『
昭
和
四
五
年
産
業
連
関
表
』
一
九
七
四
年

〔
１
０
〕
　
同
『
昭
和
五
〇
年
産
業
連
関
表
』
一
九
七
九
年

　
石
油
危
機
に
お
げ
る
価
格
構
造
変
化
の
多
部
門
分
析
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
（
八
一
五
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

〔
ｕ
〕
通
産
省
『
昭
和
五
三
年
延
長
表
』
一
九
八
○
年

〔
１
２
〕
行
政
管
理
庁
ほ
か
編
『
昭
和
四
〇
１
四
五
－
五
〇
年
接
続
産
業
連
関
表
』

一
九
八
○
年

三
三
二
（
八
一
六
）




